
「栄養経営」とは何か、「栄養経営士」とは何をする資格
なのか──。
資格認定試験の受験前に、「栄養経営」という考え方を
理解するために受講いただく講習です。宮澤靖代表理事
が講師として教壇に立ち、１日の講義を通して「栄養経
営士」になるための基礎を身に付けていただきます。
本講習の受講が、栄養経営士資格認定試験の受験要件
となります。

【お問い合わせ・資料請求】　一般社団法人日本栄養経営実践協会　TEL03-5289-7021　http://www.nutrition-management.jp

「栄養経営士」

栄養経営
サポーター

登録審査

「栄養経営士」
資格認定試験 合格

「栄養経営士」
資格認定試験 受験※

「栄養経営士」資格認定基礎講習 修了

「栄養経営士」資格認定基礎講習 受講

「栄養経営士」資格認定の流れ

⬇

⬇

⬇

⬇

⬇

登録審査

⬇

⬇

講習内容
オリエンテーション.
「栄養経営士」に必要な能力について
１．院内・施設内における栄養部門の現状分析
２．目標設定能力と達成に向けた実践的アプローチ
３．業務の質を高めるためのアウトカム分析
４．「栄養経営士」に求められる教育と人事能力
５．適材適所の組織マネジメント
６．病能の把握能力

※2016年4月現在。
　追加日程等は決定次第協会ホームページにて掲載。

ＤＶＤ視聴による受講も可能！
☆3枚組、特典映像付き☆

会　場 日　程

■講　師：宮澤  靖 代表理事ほか

■時　間：10：00～17：00（予定）
■受講料（会場、DVDとも）：8,000円（税込）

※「栄養経営士」資格認定試験を受験するためには、「栄
養経営士」資格認定基礎講習を修了し、管理栄養士と
して2年以上の実務経験を有している必要があります。

札　幌 ：  6 月25日（日）
東　京 ：  7 月 1 日（土）
名古屋 ：  7 月 2 日（日）
金　沢 ：  8 月 5 日（土）
大　阪 ：  8 月 6 日（日）
福　岡 ：  9 月30日（土）くわしくは 栄養経営士 検索

「栄養経営士」資格認定基礎講習

お問い合わせ先／一般社団法人 日本栄養経営実践協会 事務局　TEL.03-5289-7021　FAX.03-5289-7022　http://nutrition-management.jp

●発　行／一般社団法人
 日本栄養経営実践協会 
 （JANMP）
〒101-0042
東京都千代田区神田東松下町17
もとみやビル3階
●制　作／株式会社日本医療企画

受
動
栄
養
管
理
で

栄
養
状
態
の
底
上
げ
を
図
る

　

最
初
に
登
壇
し
た
水
野

英
彰
氏
（
目
白
第
二
病
院

副
院
長
、
外
科
・
消
化
器

科
部
長
）
は
、
急
性
期
病

院
で
あ
る
自
院
の
入
院
時

患
者
調
査
か
ら
、
低
栄
養

状
態
の
高
齢
者
が
急
性
イ

ベ
ン
ト
で
入
院
す
る
ケ
ー

ス
が
多
い
こ
と
を
報
告
。

受
動
栄
養
管
理
で
栄
養
状

態
の
底
上
げ
を
図
り
、
経

口
摂
取
の
ア
ウ
ト
カ
ム
を

め
ざ
す
べ
き
と
述
べ
た
。

受
動
栄
養
管
理
を
実
践

す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
「
①
必
要
な
カ
ロ
リ
ー

や
栄
養
素
を
摂
取
し
つ

つ
、
で
き
る
だ
け
投
与
時

間
を
短
縮
し
て
リ
ハ
の
時

間
を
増
や
す
こ
と
」
、

「
②
合
併
症
が
発
生
す
る

と
患
者
の
Ｑ
О
Ｌ
低
下
や

リ
ハ
中
止
、
医
療
コ
ス
ト

の
増
大
に
つ
な
が
る
た

め
、
下
痢
や
逆
流
な
ど
の

リ
ス
ク
を
低
減
し
て
、
リ

ハ
や
受
動
経
腸
栄
養
を
継

続
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
」
の
２
点
を
挙
げ
た
。

絶
食
の
リ
ス
ク
を
理
解
し

医
師
に
根
拠
あ
る
提
言
を

次
に
宮
澤
靖
代
表
理
事

が
「
グ
ァ
ー
ガ
ム
分
解
物

（
Ｐ
Ｈ
Ｇ
Ｇ
）
に
よ
る
経

腸
栄
養
の
リ
ス
ク
管
理
と
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臨床栄養セミナーに宮澤靖代表理事が登壇

管
理
栄
養
士
の
使
命
」
と

題
し
て
講
演
。
腸
管
を
使

用
し
な
い
長
期
の
絶
食
は

さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
つ

な
が
る
こ
と
を
、
腸
管
の

仕
組
み
と
下
痢
の
発
生
要

因
か
ら
考
察
し
た
。
さ
ら

に
、
下
痢
な
ど
の
消
化
器

症
状
へ
の
対
応
に
お
い
て

Ｐ
Ｈ
Ｇ
Ｇ
が
有
効
で
あ
る

と
し
、
そ
の
理
由
に
つ
い

て
「
Ｐ
Ｈ
Ｇ
Ｇ
は
、
腸
内

に
入
る
と
酪
酸
等
の
短
鎖

脂
肪
酸
な
ど
が
生
じ
、
腸

内
の
pH
が
下
が
る
。
ビ

フ
ィ
ズ
ス
菌
な
ど
の
腸
内

細
菌
が
棲
み
や
す
い
環
境

が
pH
５
・
５
く
ら
い
で
、

短
鎖
脂
肪
酸
に
よ
っ
て
弱

酸
性
と
な
る
こ
と
で
腸
内

細
菌
が
活
動
し
や
す
い
環

境
と
な
る
。
ま
た
、
腸
内

の
短
鎖
脂
肪
酸
は
大
腸
上

皮
細
胞
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

に
な
る
が
、
こ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
大
腸
に
お
け
る
水

分
や
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
吸
収

に
利
用
さ
れ
る
。
結
果
、

大
腸
内
の
余
分
な
水
分
が

少
な
く
な
る
た
め
、
水
様

性
便
な
ど
の
便
性
状
が
改

善
さ
れ
や
す
く
な
る
」
と

説
明
し
た
。

ま
た
、
管
理
栄
養
士
の

役
割
と
し
て
、
腸
管
を
使

用
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト

を
理
解
し
た
う
え
で
、
主

治
医
ら
に
根
拠
を
も
っ
て

提
言
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
呼
び
掛
け
、

奮
起
を
促
し
た
。

最
後
に
田
中
智
恵
子
氏

（
看
護
経
営
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
）
が
、
逆
流
、
褥

瘡
、
下
痢
に
お
け
る
コ
ス

ト
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

発
表
。
経
腸
栄
養
時
の
下

痢
発
生
に
よ
る
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
濃
厚

流
動
食
を
標
準
組
成
の
も

の
か
ら
Ｐ
Ｈ
Ｇ
Ｇ
含
有
濃

厚
流
動
食
に
変
更
し
た
場

合
、
製
品
価
格
は
上
が
る

も
の
の
、
Ｐ
Ｈ
Ｇ
Ｇ
に

よ
っ
て
下
痢
が
低
減
さ
れ

る
た
め
、
ト
ー
タ
ル
で
年

間
１
７
６
万
６
２
３
５
円

の
コ
ス
ト
削
減
が
で
き
る

可
能
性
を
示
し
た
。
さ
ら

に
「
下
痢
な
ど
の
予
防
に

努
め
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト

の
低
減
を
実
現
す
る
こ
と

が
今
後
の
栄
養
管
理
に
求

め
ら
れ
て
い
る
」
と
述

べ
、
目
先
の
コ
ス
ト
に
惑

わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
グ

ロ
ー
バ
ル
コ
ス
ト
を
考
え

る
必
要
性
を
強
調
し
て
講

演
を
締
め
く
く
っ
た
。

水野氏、田中氏の発言に熱心に耳を傾ける宮澤代表理事

経腸栄養における下痢・逆流対策とアウトカムを考える
目先のコストではなく、トータルコストの削減をめざす取り組みを！

実践的内容の講義を熱心に聴講する参加者たち

4月12日（水）、ネスレ ヘルスサイエンス カンパニー 臨床栄養セミナー（主催：ネス
レ日本株式会社、共催：株式会社日本医療企画）が開催された。
「経口摂取をめざした受動経腸栄養の実践」「グァーガム分解物（PHGG）による
経腸栄養のリスク管理と管理栄養士の使命」「看護業務のコスト低減をめざした
経腸栄養のリスク管理」の3講演が行われ、宮澤靖代表理事は2講演目に登壇。
いずれの講演も、経腸栄養における下痢・逆流対策を臨床栄養管理と医療経営
の両面から考える内容で、栄養経営士が知っておくべき視点が多く含まれていた。
ぜひ、参考にしていただきたい。
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周術期実践マニュアルくわしくは

手術の後に、早期に飲み始めることができる（Dr i n k i ng）、食べ始めることができる
（Eating）、動き始めることができる（Mobil izing）ための工夫を医療行為の中で行うこと
で、術後回復が促進される（DREAM の達成）ことが明らかにされています。
本書は、これらの術後回復促進策についてわかりやすくまとめたテキストです。
多職種にわたる執筆陣の解説により、真の周術期チーム医療を学ぶことができます。

好評発売中!!

①病態について理解できます　②栄養管理のアウトカムの示し方がわかります
③栄養管理をベースにしたマネジメントが学べます　④リーダーとしてめざすべきゴールを考えられます

【主な内容】

■編著者：谷口英喜
　　　　 （済生会横浜市東部病院周術期支援センター長）
■判　型：B5判／270頁
■価　格：2,800円＋税

真の周術期チーム医療が学べる！
術後回復促進策についてわかりやすくまとめたテキスト

周術期実践マニュアル
術後回復を促進させる

第1章
　術後回復促進策について知り尽くそう

第2章
　術前チームが行う術後回復促進策

第3章
　術中チームが行う術後回復促進策

第4章
　術後チームが行う術後回復促進策

おわりに
　術後回復促進策のすばらしさ

付  録
　私のかいふく日記

患者さんに DREAMを提供できる周術期管理チームをめざして

　

京
都
市
の
東
、
山
科
地

区
に
あ
る
愛
生
会
山
科
病

院
は
、
病
床
数
２
５
７
床

の
中
核
病
院
だ
。
４
人
の

管
理
栄
養
士
が
所
属
す
る

仁
田
美
由
希
さ
ん
は
２
０
０
７
年
３
月
、愛
生
会
山
科
病
院
に
入
職
。２
０
１
０
年
４
月
か
ら
栄
養
科
主
任
を
務
め
て
い
る
。

栄
養
経
営
士（
第
１
回
資
格
認
定
試
験
合
格
）を
は
じ
め
、Ｎ
Ｓ
Ｔ
専
門
療
法
士
、静
脈
経
腸
栄
養（
Ｔ
Ｎ
Ｔ‐Ｄ
）管
理
栄
養
士
、

病
態
栄
養
認
定
管
理
栄
養
士
、日
本
糖
尿
病
療
養
指
導
士
な
ど
の
資
格
を
強
み
に
、経
腸
栄
養
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
糖
尿
病

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
成
果
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

同
院
に
入
職
し
て
10
年
。栄
養
部
門
の
業
務
改
善
と
組
織
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
仁
田
さ
ん
の
活
動
を
追
う
。

現
場
で
活
躍
す
る
栄
養
経
営
士
た
ち

問
題
を
見
つ
け
た
ら
、行
動
を
起
こ
す

そ
の
積
み
重
ね
が
業
務
改
善
に
つ
な
が
り

組
織
改
革
へ
の
近
道
と
な
る

栄
養
科
で
主
任
を
務
め
る

仁
田
美
由
希
さ
ん
は
、
ま

さ
に
現
在
の
栄
養
科
を
築

き
上
げ
て
き
た
功
労
者

だ
。
栄
養
科
の
変
化
の
裏

仁田 美由希さん
栄養経営士
一般社団法人愛生会
愛生会山科病院　栄養科主任

ナースステーションの中に入って看護師らとカルテをチェック

　

最
初
に
行
っ
た
の
が
、委

託
給
食
会
社
と
の
契
約
内

容
の
見
直
し
だ
。
献
立
作

成
も
含
め
た
全
面
委
託
へ

と
変
更
す
る
こ
と
で
、
栄

養
科
の
職
員
が
栄
養
管
理

業
務
に
集
中
で
き
る
よ
う

に
計
ら
っ
た
。
当
時
、院
内

の
管
理
栄
養
士
の
認
知
度

は
決
し
て
高
く
な
か
っ
た

の
で
、
医
師
を
は
じ
め
と

し
た
他
職
種
へ
の
働
き
か

け
も
必
要
だ
っ
た
。そ
の
た

め
に
は
、
栄
養
指
導
件
数

が
月
10
件
に
も
満
た
な
い

と
い
う
実
績
の
少
な
さ

を
、
ど
う
に
か
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。

「
せ
っ
か
く
２
人
で
栄
養

指
導
を
で
き
る
体
制
に
し

て
も
、
依
頼
件
数
が
変
わ

ら
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り

ま
せ
ん
。
依
頼
件
数
の
少

な
さ
は
、
管
理
栄
養
士
の

必
要
性
が
低
い
と
い
う
こ

と
の
表
れ
で
も
あ
り
ま

す
。
自
分
た
ち
を
認
知
し

て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
し
た
」

　

そ
こ
で
仁
田
さ
ん
は
、

院
内
の
全
医
師
と
各
部
門

長
が
出
席
す
る
月
１
回
の

管
理
者
会
議
で
栄
養
科
の

現
状
を
話
し
、
栄
養
指
導

の
重
要
性
を
訴
え
た
。

「
意
外
に
も
先
生
方
か
ら

の
反
応
は
肯
定
的
で
、

徐
々
に
依
頼
件
数
は
増
え

て
い
き
ま
し
た
。
現
在
は

月
１
０
０
件
近
く
の
栄
養

指
導
を
実
施
す
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
」
と
仁
田
さ

ん
。
こ
の
数
字
の
実
現
の

に
は
、
仁
田
さ
ん
が
持
つ

「
人
と
人
を
つ
な
ぐ
力
」が

あ
っ
た
。

　

仁
田
さ
ん
が
愛
生
会
山

科
病
院
に
入
職
し
た
当

時
、
栄
養
科
の
職
員
は
仁

田
さ
ん
と
上
司
の
２
人
の

み
。
人
員
の
定
着
率
は
低

く
、
１
～
２
年
で
人
が
入

れ
替
わ
る
よ
う
な
状
況
が

続
い
て
い
た
。
上
司
は
会

議
の
出
席
や
献
立
作
成
を

行
い
、
仁
田
さ
ん
が
１
人

で
病
棟
の
栄
養
管
理
や
栄

養
指
導
を
担
っ
て
い
た
。こ

の
よ
う
な
状
況
が
続
く
栄

養
科
の
業
務
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
、
当
初
か
ら
疑
問
を

感
じ
て
い
た
と
い
う
。

「
私
自
身
、業
務
を
こ
な
す

だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、

1
人
で
す
べ
て
の
栄
養
管

理
業
務
を
行
う
こ
と
に
限

界
を
感
じ
て
い
ま
し
た
」

　

ほ
ど
な
く
し
て
上
司
も

同
院
を
去
り
、
代
わ
り
に

新
し
い
管
理
栄
養
士
が
１

人
入
職
し
た
。
新
た
な
体

制
で
栄
養
科
を
運
営
し
て

い
く
こ
と
に
な
っ
た
仁
田

さ
ん
は
、「
や
る
気
を
持
っ

て
働
け
る
職
場
に
し
た
い
」

と
の
思
い
で
、栄
養
科
の
業

務
改
善
に
臨
み
始
め
た
。

薬剤師の樋口眞宏さんとは長年協働してきた間柄で、お互いの信頼も厚い

古
い
業
務
体
系
を
見
直
し
て

や
る
気
を
持
て
る
職
場
に
し
た
い
！

外
来
診
察
に
立
ち
会
う
こ
と
で

院
内
で
の
認
知
度
ア
ッ
プ
を
図
る
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ヘルスケア・レストラン特別セミナー、全国で開催決定！
経口摂取の実現に向けて地域で輝く経口摂取の実現に向けて地域で輝く

いま求められる管理栄養士のスキルと知識いま求められる管理栄養士のスキルと知識いま求められる管理栄養士のスキルと知識

【お問い合わせ】　株式会社日本医療企画　TEL03-3256-2885

日本医療企画　栄養経営セミナーまたは

在宅を見据えた経口摂取への積極的な取り組みが求められるなかで、栄養管理のプロである管理栄養士に必要となるスキルと知識は何なのでしょうか？
摂食嚥下リハビリテーションの最前線で活躍する医療者らにご講演いただきます。

テーマ：経口摂取とリハ栄養
開催日：8月20日（日）
講　師：吉田 貞夫先生（沖縄メディカル病院）

中村 育子先生（福岡クリニック在宅部栄養課課長）

福岡会場

テーマ：嚥下機能評価と栄養指導の実践
開催日：未定
講　師：今泉 良典先生（東名古屋病院主任栄養士）

重松 　孝先生
（浜松市リハビリテーション病院リハビリテーション科医師）

名古屋会場

テーマ：嚥下機能評価と栄養指導の実践
開催日：9月23日（土）
講　師：真井 睦子先生（栗山赤十字病院）

藤本 篤士先生（札幌西丸山病院歯科）
中村 育子先生（福岡クリニック在宅部栄養課課長）

札幌会場
テーマ：在宅訪問栄養食事指導で経口摂取をサポート（仮）
開催日：11月23日（祝）
講　師：中村 育子先生（福岡クリニック在宅部栄養課課長）

塩野崎 淳子先生
（むらか日帰り外科手術・WOCクリニック・訪問管理栄養士）

盛岡会場

※開催日や講師、内容等はすべて予定です。都合により変更する場合がありますのでご了承ください。詳細は決まり次第、日本医療企画ホームページなどで告知いたします。

病棟を歩いていると「仁田さん！」と声をかけられて、そのまま立ち話で相談が始まることもしばしば

　

病
棟
で
の
栄
養
管
理
に

つ
い
て
も
、仁
田
さ
ん
の
入

職
当
時
と
は
そ
の
あ
り
方

が
大
き
く
変
化
し
て
い

る
。

　

以
前
は
医
薬
品
扱
い
の

経
腸
栄
養
剤
の
使
用
が
圧

倒
的
に
多
か
っ
た
。
し
か

し
、
医
薬
品
扱
い
の
経
腸

栄
養
剤
に
比
べ
て
、
食
品

扱
い
の
経
腸
栄
養
剤
は
種

類
が
豊
富
で
細
か
な
調
整

が
可
能
で
あ
り
、
食
物
繊

維
や
微
量
元
素
の
含
有
と

い
う
点
で
も
優
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、同
院
は
Ｄ
Ｐ

Ｃ
対
象
病
院
で
あ
る
た

め
、
医
薬
品
の
経
腸
栄
養

剤
を
使
用
す
る
と
絶
食
と

な
り
、そ
の
間
、入
院
時
食

事
療
養
費
を
算
定
で
き
な

い
が
、
食
品
の
経
腸
栄
養

剤
で
あ
れ
ば
入
院
時
食
事

療
養
費
と
し
て
算
定
で
き

る
た
め
、
病
院
経
営
に
も

プ
ラ
ス
に
な
る
。

　

そ
こ
で
仁
田
さ
ん
は
、

経
腸
栄
養
剤
の
オ
ー
ダ
ー

を
出
す
医
師
に
、
食
品
の

経
腸
栄
養
剤
の
メ
リ
ッ
ト

を
説
明
し
、
医
師
を
説
得

し
て
い
っ
た
の
だ
と
い
う
。

さ
ら
に
、
事
前
の
情
報
か

ら
患
者
が
経
腸
栄
養
開
始

に
な
り
そ
う
な
タ
イ
ミ
ン

グ
を
見
計
ら
っ
て
、医
師
の

オ
ー
ダ
ー
が
入
る
前
に
先

手
を
打
っ
て
経
腸
栄
養
プ

ラ
ン
を
提
示
す
る
こ
と
に

も
努
め
た
。
こ
う
し
た
努

力
を
１
、
２
年
続
け
る
う

ち
に
、
基
本
的
に
栄
養
科

が
最
初
の
経
腸
栄
養
の
プ

ラ
ン
を
立
て
る
と
い
う
形

が
定
着
し
て
い
っ
た
。

　

も
っ
と
も
、管
理
栄
養
士

が
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
任
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ

れ
だ
け
責
任
も
増
す
と
い

う
こ
と
だ
。
仁
田
さ
ん
は

そ
の
責
任
を
自
覚
す
る
だ

け
で
な
く
、
部
下
に
対
し

て
も
、
自
分
の
立
て
た
プ

ラ
ン
に
責
任
を
持
ち
、
そ

の
後
の
経
過
観
察
を
怠
ら

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

当
然
の
姿
勢
で
あ
る
こ
と

を
教
え
続
け
て
い
る
。

　

仁
田
さ
ん
が
管
理
栄
養

士
と
し
て
の
道
を
切
り
拓

い
て
い
け
た
の
は
、
他
職

種
に
働
き
か
け
る
行
動
力

を
持
っ
て
い
る
か
ら
だ
ろ

う
。
そ
う
し
た
仁
田
さ
ん

の
持
ち
味
が
活
か
さ
れ
て

い
る
の
が
、
糖
尿
病
チ
ー

ム
の
活
動
だ
。
糖
尿
病

チ
ー
ム
は
も
と
も
と
、
神

内
医
師
と
仁
田
さ
ん
の
２

人
で
糖
尿
病
教
育
入
院
の

集
団
指
導
を
行
っ
て
い
た

の
が
始
ま
り
だ
っ
た
。週
１

回
の
指
導
だ
が
、
２
人
で

続
け
て
い
る
だ
け
で
は
、

い
ず
れ
限
界
が
き
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
い
う

不
安
が
あ
っ
た
と
い
う
。ま

た
、患
者
側
に
も
、幅
広
い

指
導
を
受
け
た
い
と
い
う

ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
た
仁
田
さ
ん

は
、
教
育
入
院
を
受
け
入

れ
て
い
る
病
棟
の
看
護
師

長
に
声
を
か
け
協
力
を
求

め
た
。
そ
の
後
、薬
剤
師
、

理
学
療
法
士
、
臨
床
検
査

技
師
ら
か
ら
も
協
力
を
得

て
、
自
然
と
現
在
の
糖
尿

病
チ
ー
ム
の
形
が
出
来
上

神内 謙至氏
愛生会山科病院
糖尿病内科

　糖尿病を治療するうえで食事療法
は非常に重要です。その食事療法に
おいて仁田さんが必要不可欠な存在
になっています。「適切な食事はこれ
です」と指導するだけでは患者さんの
実際の行動には結びつきにくいもので
す。病態を踏まえたうえで、その患者さ
んの食生活に合った実行可能な食事
療法は何かを私と話し合いながら、一
人ひとりの食事療法を決定していくとい
う緻密な作業を、仁田さんはむしろ楽し
んでやってくれています。糖尿病患者
数が増加傾向にある現在、当院での
糖尿病臨床における仁田さんのさらな
る活躍を期待しています。

樋口 眞宏氏
愛生会山科病院
薬剤部主任

　薬剤師は患者の病態や全身状態、
検査値、栄養摂取量などの情報をも
とに輸液メニューを考えるのですが、
その際に管理栄養士との情報共有
や相談は必須になります。仁田さんは
薬剤師よりも先にカルテをチェックし
たり、アセスメントされるような方です。
お互いに意見を言い合えるよい関係
ですが、私が仁田さんから学ぶほうが
多いですね。仁田さんのやり方を見て、

「輸液管理で重要なイン・アウトを確
認するにはアセスメントでここを見るん
だな」というのを教わったり。仁田さん
を見て自分も頑張らなければといつも
思っています。

背
景
に
は
、も
う
１
つ
、大

き
な
要
因
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
管
理
栄
養
士
が
外
来

の
診
察
に
同
席
し
て
栄
養

指
導
を
行
う
と
い
う
仕
組

み
だ
。

「
医
師
か
ら
の
依
頼
を

待
っ
て
い
る
だ
け
で
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。
２
０
１

３
年
に
当
院
で
初
め
て
の

糖
尿
病
専
門
医
と
し
て
赴

任
さ
れ
た
神
内
謙
至
先
生

が
、
栄
養
指
導
の
重
要
性

を
訴
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
糖
尿
病
内
科

の
外
来
の
時
間
に
管
理
栄

養
士
が
常
時
立
ち
会
う
と

い
う
形
が
生
ま
れ
ま
し
た
」

　

栄
養
指
導
室
に
座
り
１

人
で
患
者
を
待
っ
て
い
る

よ
り
、
外
来
診
察
に
同
席

す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は

は
る
か
に
大
き
い
。
医
師

や
看
護
師
と
情
報
を
共
有

し
た
ほ
う
が
ス
ム
ー
ズ
な

栄
養
指
導
が
行
え
る
う

え
、
臨
床
知
識
の
向
上
に

も
つ
な
が
る
か
ら
だ
。

　

現
在
、
糖
尿
病
内
科
の

外
来
時
間
に
合
わ
せ
て
立

ち
会
い
を
行
う
が
、
同
時

に
、
ほ
か
の
診
療
科
か
ら

の
栄
養
指
導
の
依
頼
も
受

け
て
い
る
と
い
う
。

「
初
め
て
の
診
察
で
栄
養

指
導
の
予
約
が
な
い
方
で

も
、医
師
が
そ
の
場
で『
栄

養
指
導
を
受
け
ま
す

か
？
』
と
話
し
て
指
導
に

つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
し
、
栄
養
指
導
室
に
移

動
せ
ず
に
す
む
の
は
患
者

さ
ん
に
と
っ
て
も
よ
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
」

が
っ
た
。

　

自
ら
問
題
点
を
見
つ

け
、
躊ち

ゅ
う

躇ち
ょ

な
く
周
り
に
協

力
を
求
め
ら
れ
る
行
動

力
。そ
し
て
、栄
養
経
営
士

な
ど
の
資
格
取
得
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
栄
養
の

専
門
家
と
し
て
自
己
研
鑽

を
続
け
る
姿
勢
が
、
他
職

種
と
の
信
頼
関
係
を
築
い

て
き
た
。

　

現
在
、
栄
養
科
で
は
少

な
い
人
員
で
の
人
材
育
成

が
課
題
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
。「
部
下
に
し
っ
か
り

と
働
き
方
の
方
向
性
を
示

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」と

話
す
仁
田
さ
ん
は
、
栄
養

経
営
士
と
し
て
学
ん
だ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
を
活

か
し
、
管
理
者
の
役
割
を

果
た
す
べ
く
研
鑽
を
続
け

て
い
る
。

軽
い
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
自
己
研
鑽
の
姿
勢
で

他
職
種
と
強
い
信
頼
関
係
を
築
く

オ
ー
ダ
ー
前
に
経
腸
栄
養
プ
ラ
ン
を
提
示

栄
養
科
の
役
割
に
責
任
を
持
つ

他 職 種 の 声
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管理栄養士のための基礎医学講座
～臨床検査Ver～

毎回、ご好評いただいている「基礎医学講座」（主催：株式会社日本医療企
画）の第4弾開催が決定しました。

医療職にとって不可欠な基礎医学の知識ですが、管理栄養士の皆さまは
これまで十分に学ぶ機会がなく、「カンファレンスで話についていけない」「一
から勉強し直したいけれど、どこから手をつけてよいのかわからない」──とい
う悩みを持つ方も多いのではないでしょうか。

本講座は、基礎医学について知りたいと考える管理栄養士の方におすす
めです。

三浦公志郎氏（九州女子大学家政学部栄養学科教授、医師）を講師に
迎え、医師の立場から「管理栄養士に、これだけは知っておいてほしい」とい
うポイントや、管理栄養士が間違えやすい点、陥りやすいミスなどについて、
詳しく講義していただきます。
○日時：7月15日（土）10：30～16：30
○プログラム（予定）

臨床検査（数値データ・画像データ）を読む基礎知識
血液検査、血液の組成や異常について
臨床検査医学についての医学的知識と栄養管理　ほか

○講師：三浦公志郎氏（九州女子大学家政学部栄養学科教授、医師）
○会場：事務機ビル3階（福岡県福岡市博多区博多駅南1-2-15）
○受講料（税込）：栄養経営士および基礎講習修了者7,000円／一般8,000円
○お問い合わせ：日本医療企画九州支社　TEL092-418-2828（担当：永田）
○主催：株式会社日本医療企画九州支社
○後援：日本栄養経営実践協会九州支部

九州支部

１
９
９
３
年
、「
本
場
の

Ｎ
Ｓ
Ｔ
を
学
び
た
い
！
」

と
い
う
熱
い
想
い
を
抱

き
、
米
国
・
エ
モ
リ
ー
大

学
医
学
部
附
属
病
院
の
臓

器
移
植
外
科
に
飛
び
込
み

ま
し
た
。
あ
る
と
き
、
疲

労
が
極
限
状
態
と
な
り
、

休
み
た
い
一
心
で
輸
液
処

方
を
す
べ
て
ノ
ー
チ
ェ
ン

ジ
に
す
る
と
い
う

血
ま
み
れ
で
白
衣
を
つ
か
む
手
…

命
を
か
け
て
栄
養
サ
ポ
ー
ト
す
る

本
コ
ー
ナ
ー
で
は
３
回
に
わ
た
り
、
栄
養
経
営
の
道
を
切
り
拓
い
て
き
た

宮
澤
靖
代
表
理
事
の
歩
み
を
、
ご
自
身
の
お
話
か
ら
振
り
返
り
ま
す
。

宮澤靖代表理事が歩んできた道（下）特別連載

大
失
態
を
犯
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
原
因
で
、
一
時
は

帰
国
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
に
ま
で
陥
り
ま
し

た
が
、
「
も
う
一
度
、
１

か
ら
や
り
直
せ
」
と
い
う

師
匠
の
言
葉
に
救
わ
れ
、

エ
モ
リ
ー
大
学
医
学
部
附

属
病
院
で
、
２
年
半
の
研

修
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

「
医
療
従
事
者
は
病
気
だ

け
で
な
く
、患
者
さ
ん
の

心
を
診
な
さ
い
。
栄
養
管

理
を
す
る
こ
と
は
、患
者

さ
ん
の
命
を
お
預
か
り
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
。
そ

こ
に
誇
り
を
持
ち
な
さ
い
」

こ
れ
は
私
の
師
匠
が
毎

日
の
よ
う
に
言
っ
て
い
た

言
葉
で
す
。
患
者
さ
ん
の

血
液
検
査
値
の
推
移
を
単

な
る
数
字
と
し
て
と
ら

え
、
ノ
ー
チ
ェ
ン

ジ
で
輸
液
処
方
の
チ
ェ
ッ

ク
を
し
た
私
は
、
そ
の
こ

と
が
ま
っ
た
く
わ
か
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
す
。
数

字
の
推
移
の
背
景
に
あ
る

患
者
さ
ん
の
苦
し
み
を
傾

聴
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
ね
。
以

降
、
今
で
も
常
に
「
患
者

さ
ん
の
心
を
診
る
」
こ
と

を
肝
に
銘
じ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

も
う
１
つ
、
ア

メ
リ
カ
で
学
ん
だ

貴
重
な
経
験
が
あ

り
ま
す
。
渡
米
し

て
２
年
後
、
私
は

病
院
の
正
職
員
と

し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

給
料
を
い
た
だ
く
身
分
と

な
っ
た
の
で
す
が
、
当
然

な
が
ら
薄
給
で
あ
り
、
そ

れ
だ
け
で
生
活
し
て
い
く

の
は
難
し
い
金
額
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
師
匠
が

病
院
で
最
も
時
給
の
高
い

ア
ル
バ
イ
ト
を
紹
介
し
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

救
命
救
急
外
来
で
の
仕
事

で
す
。
銃
で
撃
た
れ
て
血

ま
み
れ
に
な
っ
た
方
、
全

身
熱
傷
で
黒
こ
げ
状
態
で

運
ば
れ
て
く
る
方
な
ど
、

日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い

重
症
患
者
さ
ん
が
毎
日
何

人
も
搬
送
さ
れ
て
く
る
の

で
す
。

交
通
事
故
で
亡
く
な
っ

た
お
子
さ
ん
を
前
に
し

て
、
泣
き
崩
れ
る
ご
家
族

の
姿
を
毎
日
の
よ
う
に
目

に
し
ま
し
た
。
心
肺
蘇
生

に
専
念
し
て
い
る
救
命

チ
ー
ム
の
横
で
、
あ
る
重

症
患
者
さ
ん
の
様
子
を
見

守
っ
て
い
た
と
き
、
血
ま

み
れ
の
手
で
白
衣
を
つ
か

ま
れ
、
「
助
け
て
…
…
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

そ
ん
な
経
験
を

毎
日
重
ね
て
い
く
う
ち

に
、
「
中
途
半
端
な
姿
勢

で
患
者
さ
ん
に
か
か
わ
る

こ
と
は
罪
だ
。
命
を
か
け

て
病
と
戦
っ
て
い
る
患
者

さ
ん
に
対
し
、
こ
ち
ら
も

命
を
か
け
て
サ
ポ
ー
ト
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
、
深
く
心
に
誓
う
よ
う

に
な
り
、
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
施
設
の

ベ
ッ
ド
に
仰
臥
さ
れ
て
い

る
ご
高
齢
の
方
々
は
、
戦

後
の
焼
け
野
原
の
な
か
か

ら
今
の
素
晴
ら
し
い
日
本

と
い
う
国
を
創
っ
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
で
す
。
そ
の

方
々
の
栄
養
管
理
に
お
い

て
、
手
を
抜
く
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
命
を
か
け
て
こ
の
日

本
を
創
っ
て
き
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
に
対
し
、
私

た
ち
も
命
を
か
け
て
栄
養

で
皆
様
を
支
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く

思
い
ま
す
。　
　

（
完
）

Profile
みやざわ・やすし●長野県出身。アメリカ静脈・経腸栄養学会
認定栄養サポート栄養士（ＮＳＤ）、日本静脈経腸栄養学会（Ｊ
ＳＰＥＮ）認定ＮＳＴ専門栄養療法士。米国エモリー大学医学
部にてＮＳＴを学ぶ。日本では長野市民病院ＮＳＴディレク
ター、鈴鹿中央病院ＮＳＴエグゼクティブディレクターを経て現
職。日本静脈経腸栄養学会（評議員）、アメリカ静脈経腸栄
養学会、アジア静脈経腸栄養学会（国際評議員）、日本機能
性食品医用学会（評議員）、日本メディカルダイエティシャン研
究会（会長）、クリニカルダイエティシャン研究会（代表幹事）、
日本病態栄養学会（評議員）、日本栄養改善学会（評議員）

チームマネジメント力向上研究会（全3回）
2017年度の関東支部研究会が、いよいよ6月からスタートします。講義と

グループワークを組み合わせたスタイルで、栄養科のチームマネジメント力と
実践力の向上を目指します。
○内容と日時

第1回　現時点の自分の業務内容の洗い出し
6月22日（木）19：30～21：00 

第2回　洗い出した業務内容について選択と集中の実践
7月20日（木）19：30～21：00

第3回　組織の動かし方
8月24日（木）19：30～21：00
＊各回とも、講義40分、グループワーク30～40分（発表含む）、講評・

まとめおよび質疑応答10分を予定
○講師：阿部克幸氏（前橋赤十字病院医療技術部栄養課栄養課長）
○会場：日本医療企画もとみやセミナールーム
　　　　（東京都千代田区神田東松下町17もとみやビル3階）
○受講料（全3回分、税込）：会員3,000円／一般8,000円
○お問い合わせ：日本栄養経営実践協会関東支部
　　　　　　　　TEL03-3256-2885（担当：子安）

関東支部

支部研究会は情報交換の場！
嶺 孝雄さん（医療法人社団愛宝会浜田山病院栄養科）
関東支部研究会の大きな特徴は、講義を聴いた後、参加者同士でディスカッショ
ンをする時間があることだと思います。講義内容の理解が深まるのはもちろんで
すが、日頃の業務に関する情報交換ができるのが非常にありがたいと感じてい
ます。ディスカッションには講師の先生も参加していただけるので、個別に相談で
きるのも大きなメリットです。私自身、自分をどうマネジメントするか、という視点を
持つことができるようになりました！

支部研究会
参加者の声

「
患
者
さ
ん
の
心
を
診
る
」こ
と
の
重
要
性

救
命
救
急
外
来
で
学
ん
だ
命
に
向
き
合
う
姿
勢


